
九州・沖縄地域共生社会推進フォーラム

『認知症の本人とともに、暮らし
やすい地域を作ろう』

～共生社会の実現を推進するための
認知症基本法の施行を受けて～

令和７年１月１０日（金）

特別養護老人ホーム白寿園

施設長 鴻江圭子



熊本県荒尾市の概要

人口：４９，０９６人
高齢者人口：１８，１１５人
高齢化率：３６．９％

（２０２４年１１月末現在）



施設概要

所在地：熊本県荒尾市一部２１２２番地
開設：１９７２（昭和４７）年５月１日
定員：９９名
平均介護度：４．１５
平均年齢：９０．４歳

＜白寿園の基本理念＞
利用者主体の生活援助
安心、安全で快適な生活の継続
地域との交流及び信頼ある施設づくり
サービスの質の向上



昭和55年 ショートステイ事業
荒尾市独自のリフレッシュ事業を通して普及（三週間無料体験）

昭和58年 配食サービス
一人暮らしの方に対し、敬老の日に提供

昭和61年 市の事業となる
水曜日の夕食25食配食
ミニ・デイサービス開始

平成 2年 デイB型開始（一般型）
平成 3年 訪問介護（身体介護・家事援助）
平成 4年 デイE型開始（認知症対応型）
平成 6年 在宅介護支援センター開設
平成12年 生活管理指導員派遣事業（ヘルパー）

居宅介護支援事業
生きがい活動支援通所事業（公民館を利用して）

平成14年 グループホーム開設
平成16年 白寿の家開設（逆デイサービス）
平成27年 認知症カフェ開設

認知症初期集中支援チーム開設

社会福祉法人杏風会の概要（在宅サービス）



＜家族・地域に対し＞

■情報開示（第三者評価 等）

■地域住民に必要な情報提供（広報誌の発行 等）

広報内容（例）：制度改正、認知症対応について

平成20年より認知症サポーター研修（市役所、小中学校、公民館 等）

■地域活動に参加
（例）公民館の福祉委員としての活動

（一人暮らしの相談、ドクターネットワークの創設、認知症ネットワーク）

■家庭介護教室（昭和63年から15回）

■ボランティア育成

■学校教育の一環
（高齢者とのふれあいを通して介護用具の使い方など）

社会福祉法人杏風会の取り組み



荒尾市地域ケアネットワークづくり研修会
⚫第一回（約1000名参加）
大会主題「安心して老いるために～荒尾から発進」
記念講演「上手に老いるための自己点検の勧め」
講師：厚生労働省 大臣官房参事官 石黒 秀喜 氏

⚫第二回（約800名参加）
大会主題「安心して老いるために～認知症を知ろう」
記念講演「認知症になっても安心して暮らせるケアネットワークづくり」
講師：熊本大学 大学院 医学薬学研究部長 池田 学 教授
基調講演「これからの認知症対策について」
講師：厚生労働省老健局計画課認知症・虐待防止対策推進室長
井内雅明氏

⚫第三回（約200名参加）
大会主題「安心して老いるために～高齢期の安心生活を考える」
記念講演「そろそろ介護 「親のこと 自分のこと」」
講師：特定非営利活動法人 ワークショップ「いふ」

⚫第四回（約600名参加）
大会主題「安心して老いるために～人の尊厳と福祉」
記念講演「安心して老いることができる まちづくりをめざして」
講師：東京大学高齢社会総合研究機構教授 辻 哲夫 先生
基調講演「口から食べられなくなったらどうしますか？」
講師：特別養護老人ホーム 芦花ホーム 医師 石飛 幸三 先生

⚫第五回（約500名参加）
大会主題「安心して老いるために～住民主体の地域づくり」
記念講演「住民主体の地域づくり」
講師：柳谷自治公民館（やねだん公民館） 館長 豊重 哲郎 氏

⚫第六回（約600名参加）
大会主題「安心して老いるために～認知症の正しい理解」
記念講演「認知症の正しい理解」～レビー小体型認知症を含めて～
講師：メディカルケアコートクリニック院長・横浜大学医学部名誉教授

医学博士 小阪 憲司 先生



社会福祉法人が運営する
認知症カフェ



認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）

＜厚生労働省ホームページより＞

認知症初期集中支援チーム
（※平成30年度からすべての市町村で実施）

認知症カフェ



荒尾市の認知症カフェ⇒「おれんちのカフェ」

１．名前の由来
認知症サポーターの
オレンジと俺んち
（＝自分の家）を掛
けて、カフェが自分
の家のように安心し
てくつろげる場所で
あってほしい

２．荒尾市が社会福
祉法人杏風会に事業
委託

３．元々は民家だっ
た建物を活用

「おれんちのカフェ」の外観

平成27年9月3日オープン！



「おれんちのカフェ」の目的

１．認知症との出会いを早く、そして丁寧な関わり

２．認知症について正しい理解を深める場所

３．認知症をはじめ介護予防活動の場

４．認知症の人も運営に関わる、誰もが自らが望む活動

ができる場所

５．悩みが軽減できる場所

６．専門職との繋がる場、互いに学び合う場所

７．地域交流の場所



１．週２回開催（毎週月・木曜日10時から）

２．認知症の人及びその家族からの相談に対応できる

専門職の配置

３．認知症サポーター等の地域住民に運営に参加し

てもらうなど、地域全体で事業運営を実施すること

４．参加者については、認知症の方、介護が必要な高齢者

のみならず、障がいのある方、地域の子供たち等との

共生を図ることのできるような運営体制とすること

５．認知症カフェの実施日以外についても地域住民に対し、

介護予防教室や地域サロン等の創意工夫によ

る施設として活用すること

「おれんちのカフェ」運営方針



「おれんちのカフェ」活動の様子

地域住民主体の実施・運営、ミーティング

・施設の家族会
・職員のOB会
・近隣住民
・地区公民館長
・認知症サポータ―

※荒尾市の広報誌を
通して新規ボラン
ティアを募集



「おれんちのカフェ」活動の様子

様々な交流・趣味活動
（絵手紙教室）

ボランティアは様々な特技を持っている！
ギター演奏、手工芸、編み物、カラオケ、紙芝居 など

生活に役立つ勉強会
（悪徳商法対策）



「おれんちのカフェ」活動の様子

専門職による認知症や介護に関する個別相談

認知症カフェ→介護保険サービスへ



社会福法人実施主体の
認知症初期集中支援チーム



認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）

＜厚生労働省ホームページより＞

認知症の人の介護者への支援



認知症初期集中支援チームの目的

＜認知症初期集中支援チーム研修会資料より＞



認知症初期集中支援のプロセス

①相談応需

②初回家庭訪問

③チーム員会議

④初期集中支援の実施

⑤終結、引き継ぎ

⑥モニタリング

認知症の早期

認知症初期集中
支援チーム

在宅生活の
サポート

＜チーム員会議＞
医師をはじめとした
多職種のチーム員が、
訪問により実施した
アセスメントに基づ
いて、支援方法など
を検討する。





白寿園における
認知症ケアの取り組み
（認知症専門医の診察）



認知症ケアの取り組み
（認知症専門医の診察）



認知症ケアの取り組み
（認知症ケア研修会）



ご清聴ありがとうございました


